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今日から７月です。一年の後半戦がスタートしました。暑さも益々増して
くると思います。本格的な夏の到来です。ところで、保護者の皆様は夏とい
う季節、いかがでしょうか。単純に好きか嫌いかというとどちらでしょうか。
まあ、人それぞれとうことでしょうか。最近の子供達の様子です。結構、暑
いですが運動場で元気に遊んでいます。昼休みは少し時間が長いので、思い
っきり遊んでいる感じです。小さい学年の子供達は、虫が気になるようです。
「カマキリ、バッタを捕まえた！」って教えてくれます。少し大きくなって
カエル、そのうち、トカゲなども加わってくるかなと思います。男の子でも
女の子でも小学生の子供達は、カエルやトカゲ、何でもないですね。ムギュ
ッと掴んでいます。でも、いつの頃からか、少し距離をおくようになります
ね。小学校の頃に、このような小動物にいっぱい触れておくことは、とても
大切なことだと思っています。これは、ある意味、この自然豊かな中番小学
校の特権ですね。長閑な田園風景の中を黄色い帽子が帰っていく様子は、何
ともいいものです。 
さて、先日、千葉で下校時の子供達の列にトラックが突っ込み、非常に重

大な交通事故が起こっています。運転者の過失によるところが大きいですが、
交通事故については、いつ、どこで、起きるかは分かりません。この事故が
起きた交通事情（道路や周りの様子等）は、このあたりとあまり変わらない
感じがします。中番小学校区の通学路においても、歩道がきちんと整備され
た場所もありますが、狭い道、歩道のない道、横断歩道がない道もあります。
また、交通量が多く、比較的車がスピードを出しやすい道もあります。交通
事故の危険はどこの町にも潜んでいます。昨日の一斉下校時に交通安全の話
を子供達にしています。大切なことは①道路の右端を歩く。②列を乱さず道

路に出ない。③周りの様子に注意を払う。④歩くスピードを考える。（遅か
らず、速からず、適当な速さ）このあたりは非常に難しいところですが、頑
張って欲しいと思います。⑤班長の指示を守る。このようなことが大切です。
学校でも、今一度、子供達と安全な登下校についての理解を深め、行動でき
るよう指導していきたいと考えます。保護者の皆様におかれましても、交通
安全について、是非、お話しいただきますよう、ご支援とご協力をよろしく
お願い申し上げます。 
昨日の放課後、職員の水難救助訓練を実施しました。放課後、学校に救急

車が来ていたのを見かけた方もあるかもしれません。この訓練は、水泳指導
中に児童が溺れた場合を想定した訓練です。溺れた児童の命をいかに守るか、
その他の児童への対応はどうするのか、救急隊が到着するまで、何をしなけ
ればならないか、保護者への連絡等、確認をしながら実施しました。また、
体育館では心肺蘇生法とＡＥＤの使用講習会をしました。学校では、毎年、
この時期に行っているものです。このような事故が決してあってはなりませ
んが、事故は、いつ、どこで起こるかは分かりません。その時に、迅速に対
応できることが大切なことです。子供の命を守ることが最重要事項です。そ
して、実際には、その現場に児童もいる訳です。その時の児童の行動も非常
に大切です。先生の指示に従い、迅速な行動ができるかどうか。この前、火
災の避難訓練を実施しましたが、その時にも一人一人の行動が大切であるこ
とを話しました。このような緊急時に、いかに行動できるか、一人一人の行
動の質を高めることが重要です。安全・安心な学校づくりには、児童一人一
人がその責任を果たすという視点も非常に大切だと考えています。 
 1 学期も残り一カ月、子供達には、毎日、元気に学校に来てほしいと願っ
ています。その為にも感染症対策については、引き続き、徹底的に取り組み
ます。保護者の皆様には、引き続き、感染症対策についてご理解とご協力を
賜りますようよろしくお願い申し上げます。中番小学校は、子供達、保護者
の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

今日から 7月。水難救助訓練実施、児童の安全を第１に！ 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


